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今
年
一
年
の
防
火
、
防
災
を
願

い
、
町
消
防
出
初
め
式
（
宮
脇
光

男
団
長
）
が
、
一
月
五
日
、
根
雨

小
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
は
、
初
め
に
功
績
の
あ
っ
た

団
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

梅
林
町
長
が
「
今
後
も
地
域
住

民
の
生
命
、
財
産
を
守
り
、
被
災

で
得
た
教
訓
を
生
か
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
宮
脇

団
長
が
「
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
、

日
ご
ろ
か
ら
体
制
を
整
え
、
尽
力

し
て
ほ
し
い
」
と
新
年
の
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
続
い
て
、
根
雨
神
社
前

か
ら
本
陣
の
門
前
ま
で
宮
脇
団
長

を
先
頭
に
団
員
、
ポ
ン
プ
車
な
ど

七
台
が
参
加
す
る
分
列
行
進
が
整

然
と
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
町
消
防
団
五
台
、
西
部
広

域
消
防
一
台
の
車
両
で
、
根
雨
上

橋
付
近
の
町
道
根
雨
一
号
線
（
根

雨
一
区
）
か
ら
板
井
原
川
に
向
け

て
一
斉
放
水
を
し
ま
し
た
。

　

町
消
防
団（
団
員
七
十
三
人
）は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
、
夜
間
訓

練
を
す
る
な
ど
日
々
努
力
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、

次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

　

十
年
勤
続
＝
佐
々
木

恭
義
、
佐
々
木
信
也
、
安
達
勝
己
、

西
村
敏
幸
▽
六
年
勤
続
＝
宮
脇
慎

治
、
西
村
和
宏
、
西
田
顕
一
▽
三

年
勤
続
＝
高
﨑
徹
、
藤
原
康
洋
、

青
砥
光
良
、
矢
田
貝
智
章
、
池
田

俊
弘
、
矢
田
貝
慎
一
、
渡
部
裕
之
、

伊
田
喜
浩
、
生
田
安
彦
、
小
谷
勉
、

景
山
政
之
、
三
好
達
也
、
山
縣
実
、

神
崎
猛
、
川
上
茂
芳
、
吉
原
尚
志

  
功
績
章
＝
遠
藤
伸

二
、
継
岩
亨
、
山
川
洋
介
、
前
川

澄
哉

　

奥
田
研
二
、
佐
々
木

信
也
、
小
谷
晋
、
生
田
真
一
、
神

崎
猛
、
吉
原
尚
志

　

功
績
章
＝

西
村
和
行

　

功
績

章
＝
竹
永
明
文
、
高
橋
八
郎
、
西

村
敏
幸
▽
勤
続
章
＝
谷
口
陸
夫
、

谷
口
佳
史
、
飛
田
朋
伸

　

平
成
十
五
年
第
一
回
日
野
町
議

会
臨
時
会
が
、
一
月
十
六
日
に
開

か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
日
野
町
特
別
医
療
費

助
成
条
例
の
一
部
を
改
正
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

    
新
春
を
飾
る

宮脇団長を先頭に分列行進

功績のあった団員が表彰される

雪が舞う中、板井原川に向かって一斉放水する町消防団員ら

  
町
議
会
臨
時
会

  
第
１
回

お
め
で
と
う

             
ご
ざ
い
ま
す

町
消
防
出
初
め
式


